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第３回定例会会議録

平成２４年 ９月１８日（火）

開 会 午前１０時００分

〇議長（内堀恵人君） あらためまして、おはようございます。

これより、休会中の本会議を再開いたします。

ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。

理事者側でも、全員の出席であります。

直ちに本日の会議を開きます。

場内、大変蒸し暑くなっておりますので、上着を脱ぐことを許可いたします。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

これより、委員長報告を求めます。

去る９月７日の本会議において、各常任委員会に付託となり、審議・審査願いま

した議案、請願、陳情について、日程に従いまして、各常任委員長から報告を願い

ます。

－－－日程第１ 議案第７０号 御代田町環境保全条例の一部を改正する

条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１ 議案第７０号 御代田町環境保全条例の一部を改正す

る条例案について、委員長の報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君） 議事日程第４号の１ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

委員会審査報告書

議案第７０号 御代田町環境保全条例の一部を改正する条例案について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定
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しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました議案第７０号につい

てを議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７０号については、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第７０号 御代田町環境保全条例の一部を改正する条例案について

は、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第２ 議案第７１号 御代田町営水道条例の一部を改正する条例案

について－－－

－－－日程第３ 議案第７２号 御代田町水道事業者布設工事監督者の

配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例を制定する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２ 議案第７１号 御代田町営水道条例の一部を改正する

条例案について、日程第３ 議案第７２号 御代田町水道事業者布設工事監督者の

配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例を制定する

条例案について、委員長の報告を求めます。
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古越 弘町民建設経済常任委員長。

（町民建設経済常任委員長 古越 弘君 登壇）

〇町民建設経済常任委員長（古越 弘君） 議事日程表の２ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

町民建設経済常任委員長 古越 弘

委員会審査報告書

議案第７１号 御代田町営水道条例の一部を改正する条例案について

議案第７２号 御代田町水道事業者布設工事監督者の配置基準及び資格基準並

びに水道技術管理者の資格基準に関する条例を制定する条例案について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、町民建設経済常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、町民建設経済常任委員長からの報告がありました議案第７１号から議

案第７２号についてを一括議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７１号から議案第７２号については、討論を省略し、直ちに一括して採決

に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、一括して採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。
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よって、議案第７１号 御代田町営水道条例の一部を改正する条例案について、

議案第７２号 御代田町水道事業者布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び

に水道技術管理者の資格基準に関する条例を制定する条例案については、委員長報

告のとおり決しました。

－－－日程第４ 議案第７３号 平成２３年度御代田町一般会計歳入歳出

決算の認定について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第４ 議案第７３号 平成２３年度御代田町一般会計歳入歳

出決算の認定について、委員長の報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君） １ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

委員会審査報告書

議案第７３号 平成２３年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定について

（総務福祉文教常任委員会付託分）

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） ただいま、総務福祉文教常任委員長から報告がありましたが、本

案については、町民建設経済常任委員会にも付託してありますので、町民建設経済

常任委員会の中で、報告事項がありましたら、委員長から報告願います。

〇町民建設経済常任委員長（古越 弘君） なし。

〇議長（内堀恵人君） 報告事項ないものと認めます。

以上で、各常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、各常任委員長から報告がありました議案第７３号についてを議題とい

たします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７３号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第７３号 平成２３年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いては、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第５ 議案第７４号 平成２３年度御代田町御代田財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第６ 議案第７５号 平成２３年度御代田町小沼地区財産管理

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第７ 議案第７６号 平成２３年度御代田町国民健康保険事業勘定

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第８ 議案第７７号 平成２３年度御代田町介護保険事業勘定

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第９ 議案第７８号 平成２３年度御代田町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第５ 議案第７４号 平成２３年度御代田町御代田財産区特

別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６ 議案第７５号 平成２３年度御代

田町小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７ 議案第

７６号 平成２３年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認

定について、日程第８ 議案第７７号 平成２３年度御代田町介護保険事業勘定特
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別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９ 議案第７８号 平成２３年度御代

田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、委員長の報告を求めま

す。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

委員会審査報告書

議案第７４号 平成２３年度御代田町御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について

議案第７５号 平成２３年度御代田町小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算

の認定について

議案第７６号 平成２３年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出

決算の認定について

議案第７７号 平成２３年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算

の認定について

議案第７８号 平成２３年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました議案第７４号から議

案第７８号についてを一括議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。



１９５

お諮りいたします。

議案第７４号から議案第７８号については、討論を省略し、直ちに一括して採決

に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、一括して採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第７４号 平成２３年度御代田町御代田財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について、議案第７５号 平成２３年度御代田町小沼地区財産管理特別会

計歳入歳出決算の認定について、議案第７６号 平成２３年度御代田町国民健康保

険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７７号 平成２３年度御

代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７８号 平

成２３年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、委員

長報告のとおり決しました。

－－－日程第１０ 議案第７９号 平成２３年度御代田町住宅新築資金等貸付

事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第１１ 議案第８０号 平成２３年度御代田町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第１２ 議案第８１号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第１３ 議案第８２号 平成２３年度御代田町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第１４ 議案第８３号 平成２３年度御代田町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－

－－－日程第１５ 議案第８４号 平成２３年度御代田町個別排水処理施設

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－



１９６

〇議長（内堀恵人君） 日程第１０ 議案第７９号 平成２３年度御代田町住宅新築資金

等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１１ 議案第８０号 平

成２３年度御代田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第

１２ 議案第８１号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第１３ 議案第８２号 平成２３年度御代田町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１４ 議案第８３号 平

成２３年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程

第１５ 議案第８４号 平成２３年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、委員長の報告を求めます。

古越 弘町民建設経済常任委員長。

（町民建設経済常任委員長 古越 弘君 登壇）

〇町民建設経済常任委員長（古越 弘君） ２ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

町民建設経済常任委員長 古越 弘

委員会審査報告書

議案第７９号 平成２３年度御代田町住宅新築資金等貸事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

議案第８０号 平成２３年度御代田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について

議案第８１号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

議案第８２号 平成２３年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について

議案第８３号 平成２３年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について

議案第８４号 平成２３年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。



１９７

〇議長（内堀恵人君） 以上で、町民建設経済常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、町民建設経済常任委員長からの報告がありました議案第７９号から議

案第８４号について一括議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７９号から議案第８４号については、討論を省略し、直ちに一括して採決

に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、一括して採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第７９号 平成２３年度御代田町住宅新築資金等貸事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、議案第８０号 平成２３年度御代田町簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第８１号 平成２３年度御代田町小沼地

区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第８２号 平成２３年

度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第８３号平

成２３年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案

第８４号 平成２３年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定については、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第１６ 議案第８５号 平成２４年度御代田町一般会計補正

予算案（第３号）について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１６ 議案第８５号 平成２４年度御代田町一般会計補正



１９８

予算案（第３号）について、委員長の報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君） １ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

委員会審査報告書

議案第８５号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案（第３号）について

（総務福祉文教常任委員会付託分）

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありましたが、

本案については、町民建設経済常任委員会にも付託してありますので、町民建設経

済常任委員会の中で、報告事項がありましたら、委員長から報告願います。

〇町民建設経済常任委員長（古越 弘君） なし。

〇議長（内堀恵人君） 報告事項ないものと認めます。

以上で、各常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、各常任委員長からの報告がありました議案第８５号についてを議題と

いたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第８５号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。



１９９

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第８５号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案（第３号）に

ついては、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第１７ 議案第８６号 平成２４年度御代田町御代田財産区

特別会計補正予算案（第１号）について－－－

－－－日程第１８ 議案第８７号 平成２４年度御代田町小沼地区財産管理

特別会計補正予算案（第２号）について－－－

－－－日程第１９ 議案第８８号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業

勘定特別会計補正予算案（第１号）について－－－

－－－日程第２０ 議案第８９号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定

特別会計補正予算案（第３号）について－－－

－－－日程第２１ 議案第９０号 平成２４年度御代田町後期高齢者医療

特別会計補正予算案（第１号）について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１７ 議案第８６号 平成２４年度御代田町御代田財産区

特別会計補正予算案（第１号）について、日程第１８ 議案第８７号 平成２４年

度御代田町小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第２号）について、日程第１９ 議

案第８８号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案

（第１号）について、日程第２０ 議案第８９号 平成２４年度御代田町介護保険

事業勘定特別会計補正予算案（第３号）について、日程第２１ 議案第９０号 平

成２４年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第１号）について、委員

長の報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様



２００

総務福祉文教常任委員長 古越日里

委員会審査報告書

議案第８６号 平成２４年度御代田町御代田財産区特別会計補正予算案（第１

号）について

議案第８７号 平成２４年度御代田町小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第

２号）について

議案第８８号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案（第１号）について

議案第８９号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第

３号）について

議案第９０号 平成２４年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第１

号）について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました、議案第８６号から

議案第９０号についてを一括議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第８６号から議案第９０号については、討論を省略し、直ちに一括して採決

に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、一括して採決いたします。

委員長報告は、原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。



２０１

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第８６号 平成２４年度御代田町御代田財産区特別会計補正予算案

（第１号）について、議案第８７号 平成２４年度御代田町小沼地区財産管理特別

会計補正予算案（第２号）について、議案第８８号 平成２４年度御代田町国民健

康保険事業勘定特別会計補正予算案（第１号）について、議案第８９号 平成２４

年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第３号）について、議案第９０

号 平成２４年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第１号）について

は、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第２２ 議案第９１号 平成２４年度御代田町簡易水道事業

特別会計補正予算案（第１号）について－－－

－－－日程第２３ 議案第９２号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道事業

特別会計補正予算案（第１号）について－－－

－－－日程第２４ 議案第９３号 平成２４年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算案（第２号）について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２２ 議案第９１号 平成２４年度御代田町簡易水道事業

特別会計補正予算案（第１号）について、日程第２３ 議案第９２号 平成２４年

度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算案（第１号）について、日程第

２４ 議案第９３号平成２４年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第

２号）について、委員長の報告を求めます。

古越 弘町民建設経済常任委員長。

（町民建設経済常任委員長 古越 弘君 登壇）

〇町民建設経済常任委員長（古越 弘君） ２ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

町民建設経済常任委員長 古越 弘

委員会審査報告書

議案第９１号 平成２４年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算案（第１

号）について



２０２

議案第９２号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算

案（第１号）について

議案第９３号 平成２４年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第２

号）について

本委員会は、上記議案について審査した結果、原案どおり可決すべきものと決定

しましたから、会議規則第７７条の規定により、報告します。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、町民建設経済常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、町民建設経済常任委員長からの報告がありました、議案第９１号から

議案第９３号についてを一括議題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第９１号から議案第９３号については、討論を省略し、直ちに一括して採決

に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は原案可決であります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、議案第９１号 平成２４年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算案

（第１号）について、議案第９２号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道事業

特別会計補正予算案（第１号）について、議案第９３号 平成２４年度御代田町公

共下水道事業特別会計補正予算案（第２号）については、委員長報告のとおり決し

ました。
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－－－日程第２５ 請願第１２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める

請願－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２５ 請願第１２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持

を求める請願についての審査報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君） ３ページをお開きください。

請願・陳情審査報告書

審査の結果

採択とすべきもの

１．件名 請願１２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める請願

（９月７日の議会において付託）

意見書を提出すべきである。

本委員会においては、上記のとおり処理することを適当と認める旨決したので以

上報告します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました、請願第１２号を議

題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

請願第１２号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は請願第１２号については採択とのことであります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、請願第１２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める請願につい

ては、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第２６ 請願第１３号 新教職員定数改善計画の着実な実現と

教育予算の増額を求める意見書提出に関する請願－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２６ 請願第１３号 新教職員定数改善計画の着実な実現

と、教育予算の増額を求める意見書提出に関する請願についての審査報告を求めま

す。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

請願審査報告書

審査の結果

採択とすべきもの

２．件名 請願１３号 新教職員定数改善計画の着実な実現と、教育予算の増

額を求める意見書提出に関する請願

（９月７日の議会において付託）

意見書を提出すべきである。

本委員会においては、上記のとおり処理することを適当と認める旨決したので以

上報告します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました、請願第１３号を議
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題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

請願第１３号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は請願第１３号については採択とのことであります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、多数であります。

よって、請願第１３号 新教職員定数改善計画の着実な実現と、教育予算の増額

を求める意見書提出に関する請願については、委員長報告のとおり決しました。

－－－日程第２７ 陳情第１４号 国立病院と地域医療の充実を求める陳情－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２７ 陳情第１４号 国立病院と地域医療の充実を求める

陳情についての審査報告を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

陳情審査報告書

審査の結果

採択とすべきもの

３．件名 陳情第１４号 国立病院と地域医療の充実を求める陳情

（９月７日の議会において付託）

意見書を提出すべきである。
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本委員会においては、上記のとおり処理することを適当と認める旨決したので以

上報告します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

〇議長（内堀恵人君） 以上で、総務福祉文教常任委員長からの報告を終わります。

ただいま、総務福祉文教常任委員長からの報告がありました、陳情第１４号を議

題といたします。

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

陳情第１４号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

委員長報告は陳情第１４号については採択とのことであります。

委員長報告のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、多数であります。

よって、陳情第１４号 国立病院と地域医療の充実を求める陳情については、委

員長報告のとおり決しました。

－－－日程第２８ 閉会中の継続審査について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２８ 閉会中の継続審査についてを議題といたします。

総務福祉文教常任委員長から、ただいま委員会において審査中の請願について、

会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました請求のとおり、閉会中の

継続審査の申し出がありました。
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事務局長に朗読させます。

荻原謙一議会事務局長。

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇）

〇議会事務局長（荻原謙一君） ４ページをお開きください。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

総務福祉文教常任委員長 古越日里

閉会中の継続審査について（請求）

請願第１１号

御代田町環境保全条例及び御代田町環境保全条例施行規則並びに御代田町開発

指導要綱見直しに関する請願については、９月１８日（本定例会）までに報告すべ

きところ、会期中に委員会の審査を終了することができないので閉会中も継続審査

を行い、次の議会に報告することにしたいから、会議規則第７５条の規定により、

議会の議決を経るようお取り計らい願います。

記

１．閉会中継続審査を必要とする理由

本請願については、御代田町環境保全条例、御代田町環境保全条例施行規則及び

御代田町開発指導要綱の内容と経過及び現状を踏まえ、更に調査・研究するため、

継続審査とする。

〇議長（内堀恵人君） お諮りいたします。

委員長からの申し出のとおり、請願第１１号 御代田町環境保全条例及び御代田

町環境保全条例施行規則並びに御代田町開発指導要綱見直しに関する請願につい

ては、閉会中の継続審査とすることに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、委員長からの申し出のとおり、請願第１１号 御代田町環境保

全条例及び御代田町環境保全条例施行規則並びに御代田町開発指導要綱見直しに

関する請願については、閉会中の継続審査とすることに決しました。

－－－日程第２９ 意見案第１８号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を

求める意見書案について－－－
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〇議長（内堀恵人君） 日程第２９ 意見案第１８号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」

を求める意見書案についてを議題といたします。

意見書案の朗読をいたします。

荻原謙一議会事務局長。

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇）

〇議会事務局長（荻原謙一君） ５ページをお開きください。

意見案第１８号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書案について

上記意見案を、御代田町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出

します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

提出者 御代田町議会議員 古越 日里

賛成者 御代田町議会議員 池田健一郎

御代田町議会議員 笹沢 武

御代田町議会議員 栁澤 治

御代田町議会議員 市村千恵子

御代田町議会議員 東口 重信

御代田町議会議員 仁科 英一

６ページをお開きください。

「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書（案）

義務教育費国庫負担制度は、国が必要な経費を負担することにより、義務教育の

機会均等とその水準の維持向上を図るための制度として、これまで大きな役割を果

たしてきたところです。

しかし、昭和６０年度予算において、旅費・教材費が国庫負担から除外されたた

め、保護者負担が増加した市町村が幾つも出てきました。更に、平成１８年度から

義務教育費国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられたため、各県の財政

状況を圧迫しています。今のままでは、財政規模の小さな県では十分な教育条件整

備ができず、教育の地方格差の拡大が懸念される事態にすらなっています。

そこで、平成２５年度予算編成においては、義務教育の水準の維持向上と機会均

等及び地方財政の安定を図るため、次の事項を実現するよう強く要望します。
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記

１．国の責務である教育水準の最低保障を担保するために必要不可欠な義務教育

費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に復元すること。

２．国庫負担金から既に除外した教材費、旅費などを復元すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成 年 月 日

長野県御代田町議会

提 出 先

衆 議 院 議 長 殿

参 議 院 議 長 殿

内閣総理大臣 殿

財 務 大 臣 殿

文部科学大臣 殿

総 務 大 臣 殿

〇議長（内堀恵人君） 本案について、趣旨説明を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君） 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める

意見書（案）の趣旨説明を行います。

義務教育の無償化は、憲法に規定されている大切な原則です。この原則を守るた

め、義務教育国庫負担制度が１９５３年に成立しました。しかし、１９８５年から

この義務教育国庫負担制度が改悪され続けています。教材費の削減により、保護者

負担が増えたり、市町村に教育環境の差が出始めたりしました。更に、２００６年

に国庫負担金が２分の１から３分の１になり、各県の財政を圧迫し続けています。

国の責務である教育水準の最低保障を担保するために、必要不可欠な義務教育費国

庫負担制度を堅持し、負担率を復元すること、国庫負担金から既に除外した項目の

復元を求めるため、本意見書を提出する次第です。

議員各位のご賛同を、よろしくお願い申し上げ、趣旨説明といたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、趣旨説明を終わります。

これより、意見書案に対する質疑に入ります。
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質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

意見案第１８号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

本案は、原案のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、全員であります。

よって、意見案第１８号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書案

については、原案のとおり決しました。

－－－日程第３０ 意見案第１９号 新たな教職員定数改善計画の着実な推進と

教育予算の増額を求める意見書案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第３０ 意見案第１９号 新たな教職員定数改善計画の着実

な推進と教育予算の増額を求める意見書案についてを議題といたします。

意見書案の朗読をいたします。

荻原謙一議会事務局長。

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇）

〇議会事務局長（荻原謙一君） ７ページをお開きください。

意見案第１９号 新たな教職員定数改善計画の着実な推進と教育予算の増額を

求める意見書案について

上記意見案を、御代田町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出

します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

提出者 御代田町議会議員 古越 日里
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賛成者 御代田町議会議員 池田健一郎

御代田町議会議員 栁澤 治

御代田町議会議員 市村千恵子

御代田町議会議員 仁科 英一

８ページをお開きください。

新たな教職員定数改善計画の着実な推進と教育予算の増額を求める意見書（案）

２０１０年に文部科学省が策定した新・教職員定数改善計画（案）で示されてい

た小学校２学年までの３５人学級拡大は、標準定数法の改定がなく、加配定数のま

まで行われることになった。少数学級の教育的効果は、教育学者はもとより様々な

機関で実証されており、授業への集中力を高め、基礎学力の定着度を向上させ、人

間関係を良好にし、更に不登校を減らす効果があるという研究結果が報告されてい

る。順次３５人学級を拡大することが、安定した教育効果を生む上で不可欠であ

る。

更に、定数改善計画の中で複式学級の編成基準の引き下げが掲げられている。小

規模校が多い長野県では基準の引き下げは切実な課題である。早期の実現を求める。

少人数学級編成のように大きな効果のある教育政策が、都道府県ごとに違ってい

てよいものではない。国の責任でナショナルミニマムとしての３５人以下学級を、

早期に小学校の全学年で実施すべきである。そのためにもＯＥＣＤ参加国の中でＧ

ＤＰに占める教育費の割合が非常に低いという現在の日本の状況を改善し、豊かな

教育をすすめるため以下の点を強く要請する。

記

１．国の責任において新・教職員定数改善計画（案）にそって、小学校２・３年

生の３５人学級を実現するため、標準定数法を改正すること。また、学校現場に必

要な教育環境整備を進めるために、教育予算の大幅増額を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成 年 月 日

長野県御代田町議会

提 出 先

内閣総理大臣 殿

財 務 大 臣 殿
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文部科学大臣 殿

総 務 大 臣 殿

〇議長（内堀恵人君） 本案について、趣旨説明を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

新たな教職員定数改善計画の着実な推進と教育予算の増額を求める意見書（案）

の趣旨説明を行います。

少人数学級での教育効果は、教育学者はもとより様々な機関で実証されており、

授業への集中力を高め、基礎学力の定着度を向上させ、人間関係を良好にし、更に

不登校を減らす効果があるという研究結果が報告されています。順次３５人学級を

拡大することが、安定した教育効果を生む上で不可欠であります。

更に、定数改善計画の中で、複式学級の編成基準の引き下げが掲げられており、

小規模校が多い長野県では、基準の引き下げは切実な課題であります。少人数学級

編成のように大きな効果のある教育政策が、都道府県ごとに違ってよいものではあ

りません。

以上のことから、本意見書を提出する次第です。

議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げ、趣旨説明といたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、趣旨説明を終わります。

これより、意見書案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

意見案第１９号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

本案は、原案のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

挙手、多数であります。

よって、意見案第１９号 新たな教職員定数改善計画の着実な推進と教育予算の

増額を求める意見書案については、原案のとおり決しました。

－－－日程第３１ 意見案第２０号 国立病院と地域医療の充実を求める

意見書案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第３１ 意見案第２０号 国立病院と地域医療の充実を求め

る意見書案についてを議題といたします。

意見書案の朗読をいたします。

荻原謙一議会事務局長。

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇）

〇議会事務局長（荻原謙一君） ９ページをお開きください。

意見案第２０号 国立病院と地域医療の充実を求める意見書案について

上記意見案を、御代田町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出

します。

平成２４年９月１８日

御代田町議会議長 内堀恵人様

提出者 御代田町議会議員 古越 日里

賛成者 御代田町議会議員 池田健一郎

御代田町議会議員 笹沢 武

御代田町議会議員 栁澤 治

御代田町議会議員 市村千恵子

御代田町議会議員 仁科 英一

１０ページをお開きください。

国立病院と地域医療の充実を求める意見書（案）

国立病院（国立高度専門医療研究センター８病院、国立病院機構１４４病院、ハ

ンセン病療養所１３ヶ所）は、国内最大級の全国ネットワークを有し、がん・循環

器などの高度医療や研究とともに、重症心身障害、筋ジストロフィー、結核・感染

症、精神医療、災害医療、へき地医療など、民間では困難な分野を担い、地域医療
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においても重要な役割を果たしています。

また、東日本大震災では、全国の国立病院からＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）

や医療班など１，５００人を超える職員が被災地に派遣され、医療支援活動を行い

ました。大規模災害時に住民の命を守るためにも、災害拠点病院等の位置づけを含

めて、全国ネットワークを持つ国立病院の機能強化が必要です。

地元の国立病院機構、小諸高原病院は「精神疾患、小児医療（重症心身障害児・

者含む）、糖尿病」等の医療を担い、地域医療を支えています。

全国各地で公的病院の閉鎖や医師・看護不足などが問題となっていますが、いつ

でも・どこでも・だれでも安心して医療を受けられる体制の確立は、住民の切実な

願いです。

現在、都道府県医療計画の見直しが行われており、２０１３年度からは新たな医

療計画が実施されます。

私たちは、国民の共有財産である国立病院を、医療計画に位置づけ、地域に根ざ

した病院として充実・強化することを願っており、安心して暮らせる地域医療の充

実を図るために、以下の事項を要請いたします。

記

１．長野県が策定する第６次医療計画に、引続き「国立病院機構、小諸高原病院」

の役割機能を位置づけ、これからも益々地域医療の充実を図ること。

２．国立病院機構・厚労省・財務省・総務省の各関係機関は、「国立病院機構 小

諸高原病院」の充実・強化を図ること。

３．厚労省・財務省・総務省の各関係機関は、国立病院の運営費交付金を削減せ

ず、必要な予算を確保すること。

４．厚労省・財務省・総務省の各関係機関は、国立病院を総人件費削減の対象か

ら除外し、医師・看護師をはじめ必要人員を確保すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成 年 月 日

長野県御代田町議会

提 出 先

長 野 県 知 事 殿

（独）国立病院機構 殿
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厚 生 労 働 大 臣 殿

財 務 大 臣 殿

総 務 大 臣 殿

〇議長（内堀恵人君） 本案について、趣旨説明を求めます。

古越日里総務福祉文教常任委員長。

（総務福祉文教常任委員長 古越日里君 登壇）

〇総務福祉文教常任委員長（古越日里君）

国立病院と地域医療の充実を求める意見書（案）の趣旨説明を行います。

国立病院は、国内最大級の全国ネットワークを有し、がん・循環器などの高度医

療や研究とともに、重症心身障害、筋ジストロフィー、結核・感染症、精神医療、

へき地医療など、民間では困難な分野を担い、地域医療においても重要な役割を果

たしています。

また、東日本大震災では、全国の国立病院から、災害派遣医療チームや医療班な

ど１，５００人を超える職員が被災地に派遣され、医療支援活動を行いました。

地元の国立病院機構小諸高原病院は、「精神疾患、小児医療、糖尿病」等の医療

を担い、地域医療を支えています。

全国各地で公的病院の閉鎖や医師・看護師不足などが問題となっていますが、い

つでも・どこでも・だれでも安心して医療を受けられる体制の確立は、住民の切実

な願いです。

現在、都道府県医療計画の見直しが行われており、２０１３年度からは、新たな

医療計画が実施されます。国民の共有財産である国立病院を医療計画に位置づけ、

地域に根ざした病院として充実・強化することを願い、安心して暮らせる地域医療

の充実を図るため、本意見書を提出する次第です。

議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げ、趣旨説明といたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、趣旨説明を終わります。

これより、意見書案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。
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お諮りいたします。

意見案第２０号は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、討論を省略し、採決いたします。

本案は、原案のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、多数であります。

よって、意見案第２０号 国立病院と地域医療の充実を求める意見書案について

は、原案のとおり決しました。

ただいま、町長より、議案が１件提出されました。

これを日程に追加し、追加日程第１号とし、議題とすることに、ご異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、よって、議案第９４号を追加日程第１とし、議題とすることに

決しました。

－－－追加日程第１ 議案第９４号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案

（第４号）について－－－

〇議長（内堀恵人君） 追加日程第１ 議案第９４号 平成２４年度御代田町一般会計補

正予算案（第４号）についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

土屋和明企画財政課長。

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案第９４号 平成２４年度御代田町一般会

計補正予算案（第４号）について、説明いたします。

今回の補正は、かねてより協議中でございました、障害者自立支援基盤整備事業

について、先頃内示がございまして、この事業につきましては、改修工事を伴う事

業で、相当期間の工期を要することから、本日追加提案をさせていただくものでご

ざいます。



２１７

予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ１，７６６万５，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ６５億２，０４８万

６，０００円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表「歳入歳出予算補正」による。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。

款１５、県支出金。項２、県補助金。既定額に１，７６６万５，０００円を増額

するものでございます。こちらは障害者自立支援特別対策事業補助金でございまし

て、補助率１０分の１０でございます。

歳入合計、既定額に１，７６６万５，０００円を補正し、６５億２，０４８万

６，０００円とするものでございます。

３ページをお開きください。歳出でございます。

款３、民生費。項１、社会福祉費。既定額に１，８６０万円を増額するものでご

ざいます。こちらはやまゆり共同作業所の浴室の改修と、それに伴う更衣室の移設

の工事、それから工事の設計監理委託料、工事請負費、それからバスリフト等の備

品購入費でございます。

款１４、項１、予備費。既定額から９３万５，０００円を減額するものでござい

ます。

歳出合計、既定額に１，７６６万５，０００円を加えて、６５億２，０４８万

６，０００円とするものでございます。

説明は以上です。よろしくご審議のうえ、原案どおりお認めいただきますよう、

お願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第９４号を採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手、多数であります。

よって、議案第９４号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案（第４号）に

ついては、原案のとおり決しました。

以上をもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、すべて終了いたし

ました。

これにて閉会にいたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。

－－－町長あいさつ－－－

〇議長（内堀恵人君） 閉会に先だち、町長よりあいさつを求めます。

茂木祐司町長。

（町長 茂木祐司君 登壇）

〇町長（茂木祐司君） ９月定例議会の閉会にあたりまして、ひと言お礼を申し上げます。

議員の皆さまには、１２日間にわたり慎重にご審議をいただきまして、大変ご苦

労さまでした。本議会に提案いたしましたすべての案件について、ご決定をいただ

きましたことに、心より感謝を申し上げます。

ご決定いただきました予算に基づく諸事業の執行にあたりましては、誠心誠意、

職員一丸となって進めさせていただきます。

また、本議会の中でいただきました貴重なご意見やご提案に、真摯に耳を傾けて、
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今後の行政運営に努めてまいりたいと考えております。

日本を取り巻く政治情勢としましては、民主・自民の党首選の最中、国際的には

尖閣諸島を始めとする領土問題によって、反日感情が高まり、大規模で過激なデモ

が報道されています。中国国内の世論調査では、平和的な話し合いによる解決が

４７．７％で、武力で解決２７．４％を上回りました。国際社会のルールに基づく

平和的な解決を望むものであります。

国内的には、東日本大震災の復興や原発問題、景気の回復と雇用など、国民生活

を取り巻く課題は、一日も早い解決が求められています。いかなる政治状況の下で

あっても、我々は地方自治の本旨に基づいて、町民の皆さまと力を合わせて、住み

よいまちづくりを進める責任を負っています。

議員の皆さまのよりいっそうのご協力をお願いする次第であります。

議員各位におかれましては、健康に十分ご留意いただきまして、いっそうのご活

躍をいただきますよう、ご祈念申し上げまして、閉会のあいさつとさせていただき

ます。大変ありがとうございました。

－－－閉 会－－－

〇議長（内堀恵人君） これにて、平成２４年第３回御代田町議会定例会を閉会といたし

ます。

大変ご苦労さまでした。

閉 会 午前１１時１０分
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